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問　赤山町の十全病院、元柳田町の新越谷
病院の移転予定について、市民から不安の
声があがっているが今後の対応は。
市長　十全病院については、医師会を通じ
近隣の医療機関に対して患者の受け入れ等
に対する依頼など対策を行っている。新越
谷病院については、移転後も同病院で受診
できるよう送迎バスの運行を行うべく協議、
検討中と伺っており、移転による影響を少
なくする。

Q 市内医療機関の移転に伴う市民へ
の影響について

工藤　秀次  議員日本共産党越谷市議団

問　千間台駅西口線の無電柱化事業は、既
に予備設計に入り、本来であれば合意形成
が図られていると考える。住民との合意形
成ならびに現在の進捗状況は。
市長　今回の予備設計では、地元自治会や
商店会の代表の方々に対し、事業の進め方
等についてご案内させていただいた。今年
度中には、地元の皆さまに整備手法案や概
略スケジュール案等の検討内容をご説明
し、ご意見等を伺う予定となっている。

千間台駅西口線の進捗状況について

藤部　徳治  議員公明党越谷市議団

Q

問　裂け目や穴が空いている状況などが２
年以上続く。非常に危険であり、早急に対
策をするべきと考えるが、市の考えは。
教育長　土日稼働率は９９％で、本市庭球
場の中で一番利用されている施設。設置か
ら３０年以上が経過し、損傷箇所が多く、
改修が必要な施設。整備費は概算で８００
０万円を超えるが、助成金等を有効に活用
し、市の財政負担軽減を図りつつ、市長部
局と協議しながら改修していきたい。

Q しらこばと運動公園庭球場の整備
について

野口　高明  議員越谷刷新クラブ菊地　貴光  議員こしがや無所属の会

問　文化芸術は、市民生活に豊かさや潤い
をもたらすと同時に、人々のつながりを生
み出し、にぎわいやアメニティを醸し出し
て都市の「顔」を作る。そこで越谷に固有
の唯一無二のアイデンティティを作り、魅
力創出、まちづくりを進めていく考えは。
市長　文化芸術歴史はさまざまな点に寄与
すると考えている。固有の貴重な地域資源
を積極的にＰＲするとともに、参加や接す
る機会の充実に努めていきたい。

Q 文化芸術歴史によるまちの魅力づ
くりについて

一般質問
市政に対する 　１２月定例会では２１人の議員が市政全般について質問を行いました。

※一般質問は、議案に関係なく、市の行政事務について市長および執行機関
に質問することで、越谷市議会では１人１時間を目途に行われます。

問　高齢者人口が増加しているなか、地域
の身近な場所で介護予防活動に取り組める
ことが重要と感じるが、市の考えは。
市長　地域で介護予防に取り組む方々から
の依頼により、歯科医師会や薬剤師会など
の協力のもと、専門職の方が講師となって、
積極的に出張講座を開催している。今後も
地域の身近な場所で楽しみながら、継続し
て介護予防に取り組めるよう、支援の充実
に努めていく。

Q 高齢者の健康づくりに関する取り
組みについて

小林　豊代子  議員自由民主党越谷市議団

問　本市人口はレイクタウン効果があり２
０２１年４月まで増え、その後減少に転じ
ている。２０６０年に２６万３００人と予
想する人口見通しと人口維持施策の進展は。
市長　事業所の従業者数や婚姻率、合計特
殊出生率等の数値目標を定め、取り組んで
いるが厳しい状況にある。子育て支援や市
の魅力を高めるなど総合戦略で掲げた施策
を着実に進め、人口流出の抑制と流入促進
をしていきたい。

Q 本市の将来人口の見通しと目指す人
口維持のための施策の進展について

大野　恭子  議員こしがや無所属の会

問　病児保育施設の利用方法改善に向けた
取り組みの進捗状況は。
市長　来年度導入予定の予約システムの主
な仕様を決定した。令和６年４月１日に施
行される改正地方自治法を活用し、利用料
の現金払いの導入を積極的に進める。令和
６年１月より実施する子育て支援ニーズ調
査にて病児保育室の利用状況や利用希望を
確認し、増設を検討する。また、保険証等
の写しの用意が要らない方法を検討する。

Q 越谷市内における病児保育施設に
ついて

横井　聖美  議員自由民主党越谷市議団

清水　泉  議員越谷市民ネットワーク

問　高齢化、後継者不足で耕作放棄地は増
えている。農業を続けたいと思っても農業
機械の購入において諦めてしまう農業者も
いる。農業は辞めたが機械は持っている方
などの農業機械の貸し出しや共同利用の仕
組み作りについてどのように考えるか。
市長　現状では多くの人が自己所有の農業
機械で、作業時期が重なる等課題はある。
農業機械の貸し出しや地域での共同利用の
仕組みづくりについて調査研究していく。

Q 耕作放棄地への対策について

浅古　高志  議員越谷刷新クラブ

問　災害対応にはあらゆる想定を行い、対
策を検討しておく必要があると考えるが、
想定外の積雪があった場合の対策は。
市長　想定外の大雪への対応について、市
民に対し、注意喚起を市ホームページ、Ｓ
ＮＳ、防災行政無線などを活用して情報提
供を行う。車両の立ち往生なども想定され
ることから、ＮＰＯ法人全日本レッカー協
会と災害時における車両移動等の協力に関
する協定を締結し、対策強化を図っている。

Q 想定外の大雪が降った場合の対策に
ついて

問　公園は誰もが自由に遊んだり運動した
り健康づくりや仲間との触れ合いの場だが
ボール遊びが禁止の公園が数多くある。
ボール遊びを危険な遊びととらえ、禁止に
することは、子どもたちが自由に遊ぶ権利
を奪う事にもつながる。公園利用の緩和や
それに伴う物理的な整備、公園個別の規制
などについての考えは。
市長　利用制限の緩和について検討する。

Q 公園の利用について

斎藤　豪人  議員こしがや無所属の会

問　再エネ促進と収益確保のため農家へ
ソーラーシェアリング導入支援を行う考えは。
市長　農地の上部空間に太陽光発電設備を
設置し、営農を継続しながら発電し、作物
販売収入に加え、売電による継続的な収入
により農業経営の改善が期待される。現在
市では、事業者用ゼロカーボン推進補助金
による支援を行っている。農業者へ制度の
周知、相談対応や申請手続きのサポート、
先進事例の情報提供等に努めていく。

Q ソーラーシェアリングで農業の収益
を確保することへの支援について

大和田　哲  議員日本共産党越谷市議団

公園の案内看板（危ない遊びの禁止）


